
問い合わせ先

（最上川下流・赤川大規模氾濫時の減災対策協議会）

酒田市上安町一丁目2番1号 TEL0234-27-3331(代表)

酒田河川国道事務所 副所長 佐藤 俊明(内線763-204)

月山ダム管理所 管理係長 澤井 雅昭(内線766-332)

近年の異常降⾬を踏まえ、「⾚川流域の減災に係る取組⽅針」に基づ
き、⼤規模災害を想定した⽔害対応訓練を実施します。
訓練は、想定しうる最⼤規模の降⾬に伴う危機管理担当者の⾏動に重

点を置いた訓練を⾏います。
河川洪⽔予警報およびダムによる防災操作の講義と課題解決型の訓練

を⾏い、危機管理担当者の災害対応能⼒の向上を図り、災害に備えます。

～庄内地方の2市1町と国による実践的な訓練を実施～

１．開催日時 令和元年９月１７日（火）９:３０～１６:３０
※報道機関等への図上訓練の概要説明は１２：４０～

１２：５０を予定しています。

２．開催場所 鶴岡市役所 ６Ｆ 大会議室

３．参加団体 鶴岡市、酒田市、三川町、月山ダム管理所
酒田河川国道事務所(鶴岡市長他約４０名出席予定)

４．内 容 等 赤川流域洪水対応演習
①河川防災およびダム防災操作についての講義（座学）
②課題解決型による演習

５．取 材 会場での受付後、撮影は随時可能としますが訓練中の
インタビュー等はご遠慮ください。

令和元年９月１２日

最上川下流・赤川大規模氾濫時の減災対策協議会

さとう としあき

大規模災害を想定した水害対応訓練を行います

〈発表記者会〉 酒田記者クラブ、鶴岡記者会、エフエム山形、酒田エフエム放送

さわい まさあき



酒田河川国道事務所

スケジュール（案）

【留意事項】
①当日の気象、災害状況等により延期する場合があります。
②当日は、一般の方々の見学も可能です。
③報道機関を対象に、12：40～12:5０に図上訓練の概要説明を実施しますので、 会場入口で受付をして
ください。

赤川流域洪水対応演習

１６：００

１５：００

１４：００

１３：００

１２：００

１１：００

１０：００

受付１０分、訓練説明２０分（参加者対象）
（９：４０～１０：００）

座学：１１０分
（１０：００～１１：５０）

ダム、河道に関する基本事項
（国土交通省職員）

昼食・休憩：６０分
（１１：５０～１２：５０）

報道機関への訓練概要説明

（１２：４０～１２：５０）

挨拶等
（１２：５０～１３：００）

図上訓練：１２０分
（１３：００～１５：００）

１６：３０

９：３０

会場準備１０分、検討会：５０分
（１５：３０～１６：３０）

休憩：１０分 （１５：００～１５：１０）

訓練の振り返り：２０分
（１５：１０～１５：３０）



酒田河川国道事務所

実施内容

※訓練1 東北地方整備局による講義（座学）
●河川管理者による洪水予警報発令のタイミング等を説明し、ダム管理者
による異常洪水時防災操作を含めた防災操作について等を説明する。

●有事の際に取るべき行動や、関係機関との連絡について確認する。
●質疑応答の時間を設けて理解力を深める。

※訓練2 課題解決型とは
●予め対応方法が詳細に検討されていない特定事象の状況を付与する。

●プレーヤーはその状況に対して、限られたリソース（情報、人員等）の中
で取り得る最適な対応を図面等をもとにDIG方式で検討する。
（DIG：Disaster Imagination Game）

●付与される特定事象に対して様々な観点からディスカッションすることで、
予め準備して置かなければならない課題と改善策（対応の優先事項の考
え方、対応マニュアルの更新、事前調査等）を掘り起こすことを企図。

※今回の主な訓練想定
・異常豪雨に伴い地すべり発生、集落の孤立
・堤防決壊に伴う集落の浸水・孤立 等
・異常洪水時防災操作に伴う放流量の増大等
・首長へのホットライン訓練

訓練１（10:00～11:50）

座学にて専門用語等を確認

訓練２（13:00～15:00）

特定事象の課題解決型訓練

訓練１

危機管理担当者として、理解しておくべき事項事
象の内容確認と質疑応答により、有事の際に自
らとるべき行動の理解を深める。

訓練２

特定事象に対する対応策を
課題解決方式により検討

発表・討議

各班の発表と
講評

演習の流れ

赤川流域洪水対応演習


